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安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境―

。
こ
の
言
葉
か
ら
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
社
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
。
丹

波
市
が
昨
年
行
っ
た
「
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」
で
は
、
「
理
想
的
な
子
ど
も
の
数
」
に
比
べ
て
「
現
在
の
子

ど
も
の
数
」
が
少
な
い
人
が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
子
育
て
に
対
す
る
様
々
な
不
安
要
素
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
も
し
も
、
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
や
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
人
が
そ
ば
に
い
て
、
周
囲
の

人
た
ち
が
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
理
解
し
、
医
療
費
や
保
育
料
、
育
児
に
か
か
る
経
済
的
不
安
の
な
い
社
会
だ
っ
た
ら
…
。
そ

ん
な
「
も
し
も
」
に
応
え
る
た
め
、
丹
波
市
で
は
今
年
か
ら
３
つ
の
新
た
な
子
育
て
支
援
事
業
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

少
子
化
の
現
状　

　

現
在
、
世
界
で
最
も
少
子
化
が
進
ん
で
い
る

国
の
一
つ
が
日
本
で
す
。
出
生
率
は
年
々
低
下

し
て
お
り
、
団
塊
の
世
代
が
高
齢
と
な
る
10
年

後
の
人
口
構
成
は
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
丹
波
市
で
は
、
女
性
が
生
涯
に
産

む
子
ど
も
の
数
を
示
す
特
殊
出
生
率
は
、
１
．

８
９
人
と
国
の
平
均
を
下
回
り
（
平
成
12
年
度

国
勢
調
査
よ
り
）
、
さ
ら
に
低
下
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
保
育
時
間

の
延
長
や
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
整
備
、
子
育

て
学
習
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど
、
子
育
て
支
援

事
業
に
取
り
組
み
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
、
経
済
面
で
の

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
す
す
め
ま
す

　

今
年
度
か
ら
は
じ
ま
る
丹
波
市
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
「
３
チ
ャ
イ
ル
ド
す
こ
や
か

支
援
事
業
」
、
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
」
、
「
少
子
化
対
策
民
間
活
動
支
援
事

業
」
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

「
３
チ
ャ
イ
ル
ド
す
こ
や
か
支
援
事
業
」
は
、

第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
に
対
し
て
子
育
て
支

援
手
当
（
月
額
１
万
円
）
を
支
給
し
、
育
児
に

係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」

で
は
、
育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
人
と
受
け
た

い
人
が
会
員
と
な
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
橋
渡

し
役
と
し
て
、
会
員
同
士
が
子
ど
も
の
世
話
を

一
時
的
に
有
料
で
援
助
し
あ
う
、
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
「
少
子
化
対
策
民
間
活
動
支
援
事

業
」
で
は
、
子
育
て
支
援
や
男
女
の
出
会
い
の

場
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
民
間
団
体

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
支
援
を
進
め
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　
   

［受給できる方］

　次の３つの要件をすべて満たす方が対象となります。

１．１８歳以下の児童を３人以上養育している保護者の

　　方で、３人目以降に３歳未満の児童があること。

２．保護者が丹波市内在住で、児童が施設に入所してい

　　ないこと。

３．所得制限額（下図参照　例 / 扶養者 0 人なら

　　４６０万円。5 人なら６５０万円）を超えないこと。

[ 支給方法 ]

　手当の支給は、毎年２月、６月、１０月にそれぞれの

前月分までを支給します。ただし、平成１８年度につい

ては、１０月に４月から９月分を支給します。

[ 申請方法 ]

　支給を受けるためには、認定請求手続きが必要です。

子育て支援手当を申請される保護者の方は、市役所、春

扶養者の数 所得制限額

０人 ４６０

１人 ４９８

２人 ５３６

３人 ５７４

４人 ６１２

５人 ６５０
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３人目で３歳未満の子どものある保護者に月額１０，０００円を支給します

�����������
����������������

日庁舎、各支所の担当窓口で認定請求の手続きを行って

ください（自営業、会社員、公務員等の区別なく、要件

を満たす方は申請できます）。

　　

　なお、本年度新規請求は、平成１８年６月３０日まで

に受け付けた方に限り、特例的に 4 月１日（または支給

要件に該当した日）にさかのぼって支給します。

　ただし、７月以降受付分については、受付月の翌月か

らとなります。

�

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親族がある者について

の限度額（所得額ベース）は、左記の額に当該老人控除対象配偶者または老人

扶養親族 1 人につき 6 万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が 6 人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、1 人につき

38 万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者または老人扶養親族であるときは

44 万円）を加算した額。
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［調査の目的］　子育て家庭の実態や子育て支援ニーズ等の把握
［調査の対象］　丹波市内の小学校、幼稚園、保育園を抽出し、その

　　　　　　　児童を持つ保護者を対象に実施。また、在宅児童に
　　　　　　　ついては、子育て学習センターを利用される児童の
　　　　　　　保護者を対象に実施。
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［調査期間］　平成１８年１月１０日～１月２０日
［調　査　数］　配布数　１，１３２件　　

　　　　　　　回収数　９７４件　
　　　　　　　回収率　８６．０％
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［申請に必要なもの］

　①　印　鑑

　②　世帯全員の住民票の写しまたは外国人登録

　　　済証明書

　③　所得証明書（丹波市にその年の１月１日に

　　　住所のない方）

� �

経 済 的
サ ポ ー ト

���
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�パパ、ママの「都合がつかない、困ったな。」に地域のみんなでこたえる事業です。育児の援助を行いたい

人と受けたい人が会員となってネットワークをつくり、アドバイザーを橋渡し役として会員同士が子どもの

世話を一時的に有料で援助しあう、地域で子育てについて助けあう会員組織です。

　仕事と育児の両立しやすい環境づくりをめざすもので、あくまでも保育行政を補完するものです。

［システム］
ファミリーサポートセンターに会員登録
※入会申込書の提出と講習会の受講
　　　　　　　　→会員証の交付（脱会時は脱会届を提出）

［子どもを預かる場所］
　原則として協力会員の自宅または公共施設（宿泊は伴わない）

������������������
会員同士が子どもの世話を一時的に有料で援助しあいます

[ ファミリーサポートセンター事業の援助の例 ]

［援助の対象］

　市内在住または在勤で、概ね 0 歳から小学校 3

年生までの幼児及び児童をお持ちの人

［援助活動の主な内容］

１．保育施設の開始時間まで子どもを預かること

２．保育施設の終了時間後に子どもを預かること

３．保育施設または自宅までの送迎に関すること

４．学童保育、預かり保育の終了時間後に子どもを

　　預かること

　　例 / 残業で迎えに行けない　など

５．学校の終了時間後に子どもを預かること

６．子どもが軽度のけがや軽度の病気であるとき

　　に、その子どもを預かること

　　例 / 病気の回復期の子ども　など

７．育児支援のために必要なとき

　　例 / 育児疲れのリフレッシュなど子育てを離れ

　　　　て自分自身の時間を確保するとき

　　例 / 冠婚葬祭や他の子どもの学校行事の際、子

　　　　どもを預かること

　　例 / 病院にいく間、赤ちゃんをみてほしい

　　例 / 買い物等外出の際、子どもを預かること

［利用料金］

①活動報酬額

②交通費　

　活動報酬に含む 

③食事代（ミルク・おやつ）等実費負担相当額

[ 登　録 ]

あなたに突発的な出来事

が生じた場合、登録して

いれば、すぐにセンター

が利用できます。

あしたの朝 ､ 保育

園まで送ってほし

いのですが・・・

Ｂさん、あしたの朝 ､

Ａさんのお子さんを保

育園まで送っていただ

けませんか？

����
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援 助 依 頼

申 込

���������
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はい、どなたか連

絡してみましょう。

お時間と場所は？

� 援 助 活 動

依 頼

�

�
�前 打 合 せ・
援 助 活 動・
活 動 終 了 後
報 酬 の 授 受

はい、

いいですよ！

※アドバイザー：相互援助
活動の調整等の事務を行
う者（会員の中からサブ・
リーダーを配置可）

[ 登　録 ]

あなたの援助できる

日時を登録していた

だきます。

　「Ｔプラスの立ち上げと同時に協力会員として登録して７年間、家族に支えら

れながら活動を続けています。学童から家までの送り迎えや休みの日の預かりが

主な仕事。事前に保護者の方やお子さんとお会いして、十分打合せをしてから依

頼していただいていますから、私を信頼して預けていただいているのだと思い、

責任を持ってお預かりしています。お子さんには「おばちゃん」ではなく「やっ

ちゃん」って呼んでもらい ､ ときにはぎゅうっと抱きしめてあげながら、一緒に

楽しく過ごせる雰囲気をつくっています。安全には十分気をつけていますが ､ 特

別な一日を過ごすわけではありません。わが家の生活を体験してもらい、春なら

竹の子掘りに一緒に行ったりもします。子どもたちにとっては、いつもと違う経

験をするのもおもしろいみたいですよ。」

子育てには、頼れる場所、頼れる人が必要
その手助けをしていきたい

　「やはり子どもにとっては親と一緒にいるのが一番いいのでしょうが、核家族化

が進み、子育ての環境は様々です。余裕のない、心身ともにいっぱいいっぱいの

状況では、子育てもうまくいきません。心に余裕を持つためにも、どこか頼れる

場所 ､ 頼れる人が必要だと思います。そのための手助けを私がしていけるといい

なと思います。子育て中のお母さんも、自分のための時間は大事ですしね。自分

が子育てのときにできなかったことが、今、少しでも実行できるといいなと思い

ます。」

古倉泰子さん（柏原町小南）
����������������
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こころと
からだを
サポート

���
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活　動　区　分 活動報酬
（１人１時間あたり）

一般保育時間内（7 時 30 分～ 18
時 30 分）

800 円

一般保育時間外（上記以外の時間） 900 円

軽度のけがや病気の場合（7 時 30
分～ 18 時 30 分のみ）

900 円

休日加算  土・日・祝日・年末年始
（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

100 円

Ｔプラス・ファミリーサポート

ＮＰＯ法人。「女性の生き方の提案」
をテーマに、相互育児支援の必要性
と保護者や女性の生き方の多様性を
訴え、幅広い活動を展開。1999 年
からファミリーサポートセンター事
業を行っている。
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［対象となる団体］

　市内に活動の拠点をおいて活動している次の団体

１．少子化対策に関わる支援グループ

２．丹波市内に事業所を有する企業

３．ＮＰＯ法人

４．その他市長が適当と認める団体

　次の場合は補助金を支給できません。

１．他の補助金等を受けている場合

２．規約等団体の目的 ､ 組織 ､ 代表者等に関する定めが

　　ない場合

３．会計事務を適正に処理することができない場合

４．宗教 ､ 政治団体

５．公序良俗に反する団体

［補助事業］

１．子育てと仕事の両立を進める職場環境づくり事業

２．若者の出会いの場づくり事業

３．その他市長が適当と認める事業

［補助金の交付額］

　事業に要する経費の２分の１以内（１団体

３０万円を限度）ただし、次に該当する経費は

除きます。

１．団体職員の人件費等の事務局管理費

２．食料費

３．備品購入費

４．その他補助対象としてふさわしくない経費

［補助金の申請方法］

　申請書に必要事項を記入し ､ ６月３０日（金）

までに少子課に提出してください。

［補助金の決定］

　７月に審査会を実施し ､ 可否を決定します。

児童手当の現況届は６月中に提出しましょう

　児童手当を受けている方は ､ 毎年６月中に「児童手当現況届」を提出する必要があります。この届けは ､ 毎年

６月１日における状況を記載し ､ 児童手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するためのものです。こ

の届けがないと、６月以降の手当てが受けられなくなりますので ､ 必ず提出してください。

　なお、現況届は ､ 受給されている方へ郵送します。

［提出期限］６月３０日（金）

［必要書類］健康保険証の写しまたは年金加入証明書（受給者がサラ

　　　　　　リーマン等である場合に必要です）、前住所地の市区町村

　　　　　　が発行する児童手当用所得証明書（丹波市に平成１７年１

　　　　　　 月１日に住所がなかった場合に必要です）。

　　　　　　※その他、必要に応じて提出いただく書類があります。

［提　出　先］春日庁舎少子課、市役所地域振興課、各支所

［問合せ先］春日庁舎少子課　☎７４－１６０１

　

����������������������������

����������������

　子育て支援や出会いの場づくり等の活動をされている民間団体に対して補助金を交付し ､ 活動を支援します
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これまで所得制限などで児童手当を受け
られなかった方や、未請求の方で該当す
ると思われる方はお問い合わせください。

［問合せ先］
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杉本　加奈子さん　大地くん　歩佳ちゃん　栞奈ちゃん（山南町奥）
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活 動 を
支 援

���

「休日は家族でよく公園にでかけ
ます。子育て環境がよくなるとう
れしいですね。」川上麻海ちゃん、
秀虎くんファミリー（丹波年輪の
里にて）
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「３人の子どもたちに囲まれて、忙し

いけど楽しく充実した毎日を送ってい

ます。上の子も幼稚園に入り、同じク

ラスの子たちはすでに習い事に行った

りもされてます。うちの子たちも、い

ずれはやりたいことを見つけ、教室と

かにも通うようになると思います。子

どもの数だけ、育児にかかるお金も高

くなりますので、「３チャイルドすこ

やか支援事業」は児童手当とあわせて

とてもうれしいですね。」

少子化に関する詳しい内容は、春日庁舎少子課（☎７４－１６０１）または市役所地域振興課、
各支所担当窓口にお問い合わせください。
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も
し
も
の
と
き
に

あ
わ
て
な
い
た
め
に

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
災
害
に
備
え
よ
う

家族の避難場所は？

災害が起きたときの家族の避

難場所やそれぞれの連絡先を

書き留めておきましょう。「そ

こに行けば会える」そんな安

心が、災害時の心の支えです。

災害・緊急時の連絡先は？

だれかに助けを呼びたいと

き、困ったとき、あわてず落

ち着いて連絡をしましょう。

�

平
成
16
年
10
月
、
丹
波
地
方
を
襲
っ
た
台
風
23
号
は
、
丹
波
市
内
で
最
高
３
４
０
ミ
リ
と
い
う
連
続
降
雨
量
を
記

録
し
、
氷
上
町
本
郷
や
青
垣
町
佐
治
、
市
島
町
上
田
な
ど
で
警
戒
水
位
を
突
破
。
死
者
３
名
、
負
傷
者
５
名
、
半
壊

２
３
１
棟
、
床
上
浸
水
５
５
５
棟
、
非
住
家
被
害
２
８
８
棟
も
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
や
道
路
の

冠
水
、
土
砂
崩
れ
や
路
肩
崩
壊
な
ど
市
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
今
も
な
お
多
く
の
傷
跡
を
残
し
て
い

ま
す
。　
　

難
指
示
が
出
さ
れ
た
時
に
は
、「
ま
だ
大
丈
夫
」
と

思
わ
ず
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
従
っ
て
す
み
や
か

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
届
き
ま
し
た
か
？

　　

先
月
か
ら
、
各
自
治
会
を
通
し
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
等
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
た
め
受
け
取
れ
な
い
方
は
、
最
寄
り
の
支
所
、

春
日
庁
舎
地
域
振
興
課
（
春
日
地
域
の
方
）、
市
役
所

生
活
安
全
課
（
氷
上
地
域
の
方
）
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

災害発生時にたすけあい
篠山市と「災害応急対策活動の相互応援に関する協定」を結びました

篠山市と丹波市では、災害発
生時の緊急の場合には、要請
がなくても応援を行うことが
できる「災害応急対策活動の相
互応援に関する協定」を結び、
これまで以上の協力体制を約
束しました。

�　

市
で
は
、
こ
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
二
度
と
同

じ
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
ど
の
よ
う
な
「
防

災
対
策
」
を
と
れ
ば
い
い
の
か
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
河
川
整
備
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
も
し
災
害
が
起

き
て
し
ま
っ
た
と
き
に
大
切
な
「
い
の
ち
」
を
守
る

に
は
、
や
は
り
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
防

災
意
識
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
、「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

避
難
す
る
「
勇
気
」
を
持
と
う

　

「
２
階
に
避
難
す
れ
ば
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
水
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
怖
く
な
り
救
助
し

［問合せ先］

市役所生活安全課（☎８２―１５３２）

て
も
ら
っ
た
。
も
っ
と
早
く
避
難
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ

た
」
と
い
う
の
は
、
災
害
を
経
験
さ
れ
た
方
の
意
見
。

避
難
勧
告
が
出
て
も
、「
わ
が
家
は
ま
だ
大
丈
夫
」
と

い
う
思
い
込
み
が
、
結
果
的
に
危
険
な
状
況
を
つ
く

り
、人
的
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

避
難
す
る
「
勇
気
」
を
持
つ
こ
と
も
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

　

災
害
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
避
難
勧

告
が
出
る
時
点
で
は
、
風
雨
が
強
く
て
移
動
が
危
な

い
」
や
「
早
め
の
避
難
勧
告
等
の
対
応
を
し
て
ほ
し
い
」

「
各
部
落
に
応
じ
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
災
害
を
経
験
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、「
早
期
避
難
」

や
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
必
要
性
を
た
く
さ
ん
の

方
々
が
認
識
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
何
が
わ
か
る
の
？

　　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
地
域
ご
と
に
作
成
し
て

い
ま
す
。
大
雨
に
よ
っ
て
河
川
の
堤
防
が
こ
わ
れ

た
り
、
堤
防
を
超
え
て
水
が
あ
ふ
れ
た
場
合
の
浸

水
想
定
区
域
や
、
水
深
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
、

避
難
場
所
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
避
難
勧
告
や
避

避難経路の確認をしよう

「浸水想定区域」や「土砂災害危険

箇所」、「避難場所および防災関連施

設」「災害時要援護者関連施設」な

どを地図上に示しています。自宅か

ら避難場所までの経路や、大雨によ

る浸水やがけ崩れの恐れのある場所

などを確認しておきましょう。

各水位観測所

の危険水位な

どを示してい

ます。

家族みんなで確認

災害時に役立つ「非常時持

ち出し品」リストや、ＮＴ

Ｔ災害用伝言ダイヤルのか

け方、避難時の心得などが

書かれています。

������������　　　　�
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春日町国領区と多田区では、住民の主体的な参画と協力によ

り、後世に守り伝え自分たちが生まれ育った地区を誇れるさとづ

くりをめざし、県の緑条例に基づく地区整備計画に取り組んでき

ました。

この計画は、それぞれ地区の「自然」「生活」「文化」の特性

を活かして区民が描いた将来像にそって土地利用を推進するもの

で、この度県の認定を受けました。

今年４月から、両地区内で行われる建築や開発行為は、この

整備計画の適用を受けることになります。

詳しくは、春日庁舎都市住宅課（☎７４―２３６４）までお

問い合わせくだい。

地区のさとづくり計画が県に認定されました
春日町国領区・多田区

交流会館「かどのの郷」がオープン

世代間交流、地域間交流をすすめます

氷上町上新庄にオープンした交流会館「かどのの郷」では、地

域のみなさんのコミュニケーションの場として､また、地域活性

化の拠点として、世代間交流や地域間交流をすすめていきます。

「地域活性化の施設として都市との交流を図っていきたい」と、

大阪府八尾市の市民グループとの田植え体験やそばうち体験など

を行うほか､地域住民のコミュニケーションの場として､英会話

教室やボクササイズ、男子の料理教室など様々なカルチャー教室

を計画。また、青空市の開催や丹波黒ごま振興会事務局として黒

ごまの一大特産品化に向けての活動を展開するなど、積極的な取

組みが行われます。

[ 問合せ先 ]
かどのの郷
丹波市氷上町上新庄４４５番地４

☎８２－４２２４　毎週水曜日休館
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市長談話室を開催します

　辻市長と直接対話いただく市長談話室を次のとおり開催します。
お早めにお申し込みください。

◇と　き　　６月１６日（金）午後１時３０分～５時３０分
◇ところ　　青垣住民センター
◇対象者　　市内在住または在勤・在学されている個人またはグ
　　　　　　ループ（グループの場合は５人以内）
◇対話時間　１人（１グループ）あたり２０分
◇募集人員　８人（先着順）
◇受　付　　６月６日（火）午前８時３０分～

◇申込先　　青垣支所（☎８７―１００１）
◇問合せ先　市役所総務課（☎８２―１００２）
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今
年
度
の
予
算
で
は
、
少
子
化
対

策
に
重
点
を
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
に
対
す
る
市
長
の
想
い
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
が
加
速

化
し
て
い
る
中
で
、
若
者
の
定
住
対
策
と
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
条
件
整
備
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　

子
ど
も
３
人
目
以
上
の
世
帯
に
年
間
12
万

円
の
子
育
て
支
援
手
当
て
を
支
給
す
る
「
３

チ
ァ
イ
ル
ド
す
こ
や
か
支
援
事
業
」
や
、
子

育
て
支
援
や
若
者
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
を

す
る
民
間
団
体
等
の
事
業
を
助
成
す
る
「
少

子
化
対
策
民
間
活
動
支
援
事
業
」、
ま
た
、
子

育
て
を
受
け
た
い
人
と
行
い
た
い
人
を
会
員

と
し
て
組
織
し
、
子
育
て
し
な
が
ら
安
心

し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」

は
、
い
ず
れ
も
本
年
度
予
算
の
う
ち
、
少
子

化
対
策
予
算
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
声
で
に
ぎ
わ
い
、
活
気
に
満
ち
た
家
庭
、

地
域
を
つ
く
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
し
、
若
者
が
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
ま
ち
と
は
ど
ん
な
ま
ち
か
を
追
求

し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
少
子
化
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

市
営
住
宅
国
領
団
地
が
竣
工
し
、

23
戸
の
う
ち
16
戸
が
若
者
定
住
促
進
住
宅
と

さ
れ
て
お
り
、
若
者
の
定
住
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
若
者
の
定
住
対
策
に
対
す
る
取
組
み

を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　　

丹
波
市
で
は
、
人
口
が
毎
月
50
人
程
度
減

り
続
け
て
い
ま
す
。
旧
町
か
ら
の
引
継
事
業

と
し
て
市
営
住
宅
が
竣
工
し
た
こ
と
は
、
一

見
ま
わ
り
が
整
然
と
し
、
環
境
が
良
く
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
子
ど
も
も
増
え
入
居
者
に

も
喜
ん
で
も
ら
え

て
、
そ
の
地
域
の

活
性
化
に
も
大
い

に
貢
献
す
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
面

心
配
も
あ
り
ま
す
。

市
外
か
ら
若
者
が

流
入
し
て
定
住
い

た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
な
が
ら
も
、

実
際
は
市
内
か
ら
移
り
住
む
ケ
ー
ス
が
多
く
、

核
家
族
化
を
よ
り
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
、

子
ど
も
が
育
つ
環
境
と
し
て
よ
り
よ
い
状
況

と
な
る
の
か
心
配
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

旧
町
か
ら
引
き
継
い
で
き
た
市
営
住
宅
約

６
０
０
戸
を
、
今
後
、
若
者
の
定
住
対
策
と

し
て
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
育
て
が
放
任
に
な
っ

た
り
、
過
保
護
に
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
必
要
も
生
じ
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
以
前
に
若
者
の
雇
用
の
場
を
拡
大
し
、

職
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
須
の
条
件

だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
点
も
が
ん
ば
ら
ね
ば

と
、
新
産
業
創
造
課
に
「
企
業
誘
致
係
」
を

新
設
し
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
�
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市総合計画から

　男女共同参画社会の推進については、国の男女共同参画基本計画や「ひ
ょうご男女共同参画プラン２１」の方針に沿って、男女の性別にかかわり
なく個性と能力が発揮できる社会の構築をめざすため、「人権」の立場か
ら幅広く周知を図り、行政事業の総合的な推進体制の整備に努めます。
　また、人口減少、とりわけ生産年齢人口の減少が予測される中での「女
性」の労働力に注目し、男女雇用機会均等法に沿った女性の雇用対策、職
場問題に対して関係機関と連携し、相談体制等の整備に努めます。

　今回は、「女性の仕事と家庭の両立」をテーマに「丹波市女性の活躍推
進会議」の委員としてご意見を述べていただく市民の方を募集します。

　○　働いている女性の立場から（過去にその経験がある方も）
　○　経営者の立場から　　　　○　起業したい方
　○　現在共働き中の方　　　　○　求職中の立場から
　○　専業主婦を選択された方　○　子育て中の方
　○　男性の立場から　　　　　○　独身女性の方
　○　その他「女性の仕事と家庭の両立」について関心のある方

　平日の夜間または休日の昼間、年２回程度開催し、委員のみなさまから
いただいたご意見は、「丹波市男女共同参画プラン」の策定の基礎資料と
させていただきます。

［募集内容］

◇募集人員　　１２人以内
◇応募方法　　氏名、住所、郵便番号、年齢、性別、電話番号、職業、応
　　　　　　　募の動機（３00 字以内）をご記入の上、郵送、FAX また
　　　　　　　は E メールで下記までご応募ください。
　　　　　　　（収集した個人情報は、女性の活躍推進会議の委員選考及び
　　　　　　　 連絡以外には使用しません。）

◇応募締切　　平成１８年６月１５日 ( 木 )
◇選考基準　　多様な市民の意見を反映するため、応募動機をもとに、年

齢・性別・地域性等を考慮して選考を行います。なお、応募
者多数の場合は最終抽選により選考することがあります。

［問合せ・申込み先］

市役所心の合併室
〒６６９－３６９２　丹波市氷上町成松字甲賀１番地
TEL　８２－２２７２
FAX　８２－５４４８
E-mail  kokoronogappei＠city.tamba.hyogo.jp

「
丹
波
市
女
性
の
活
躍
推
進
会
議
」
の

　

委
員
を
募
集
し
ま
す

「仕事と家庭の両立」について
あなたのご意見をお聞かせください
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「電動カート」は高齢者の大切な移動手段

「歩行者」と同じ右側通行です

最近よく町で電動カート（歩行補助車）を見かけ
るようになりました。歩行が困難になってきた高齢者
は、ともすれば外出がおっくうになり、自宅に閉じこ
もり、結果として更に身体能力が低下するといった悪
循環に陥る可能性があります。そういった高齢者にと
って、電動カートは外出の自由と個人の尊厳を守る大
切な移動手段のひとつです。
�������������

スクーターのような、車のような…と思われる方
もあるでしょうが、実は���������なのです。
電動カートとは歩行補助車（電動車いすと同分類）の
ことで、歩行者として扱われ、免許証はいりません。
ですから、歩行者としての交通ルールが適用され、歩
道や道路の右側を走行するのが正しい乗り方です。一
方、電動スクーターは、運転免許証やナンバープレー
ト、保険への加入などが必要で、原動機付自転車とし
て扱われます。
�������������

使用される方が安全運転
に十分気をつけるのはもちろ
ん、急な坂道（１０度以上）
や大きな段差、大きな溝を越
えようとしているときは転倒
の恐れがあります。電動カー
トを見かけたら、安全走行
に十分気をつけてあげましょ
う。

◇相談には、年金証書・年金手帳など基礎年金番号
　の分かるものをご持参ください。
◇相談は先着順で受付いたします。相談者が多数の
　場合は、時間の都合上相談をお受けできない場合
　があります。
◇日程・会場については都合により変更される場合
　があります。

◇問合せ先　氷上保健センター　国保・医療課

　　　　　　（☎８２－６６９０）

　西宮社会保険事務所による出張年金相談が開催され
ます。過去に加入していた公的年金の期間や、年金見
込額 (50 歳以上の方に限ります ) の照会、年金の請求
手続に関することなどお気軽にご相談ください。

◇日程　①７月２１日(金) ②９月２２日(金) ③１１月
　　　　１７日(金) ④1月１９日(金) ⑤３月１６日(金)
◇時間　９時３０分～ 12時３０分(受付は１２時まで)
◇会場　氷上保健センター (氷上町常楽211番地　市役
　　　　所北側)　

出 張 年 金 相 談 に つ い て

思春期保健相談
◇開設日　原則第３月曜日　１３時３０分～１７時
　（ただし、第 3 月曜日が祝日等の場合は ､ 第 4 月曜
　日）
◇開設場所　柏原健康福祉事務所こころのケア相談
　室（柏原町柏原６８８）　　　
◇相談内容　不登校・ひきこもり・摂食障害等の思
　春期に起こりやすい課題の相談。
◇スタッフ　臨床心理士　宮田智基先生および保健
　師
◇秘密は厳守されます ( 予約制 )。

こころのケア相談
◇開設日　原則毎月第１水曜日１３時３０分～
　（ただし、第１水曜日が祝日等の場合は第２水曜日
◇開設場所　柏原健康福祉事務所　こころのケア相

談室（柏原町柏原６８８）
◇相談内容　眠れない、職場に行きにくい、気分が

沈むなど、心の健康に関する相談
◇スタッフ　医療法人清風会　香良病院副院長　宮

井康二先生（当所嘱託精神科医）
◇秘密は厳守されます ( 予約制 )。

◇詳しくは、丹波県民局柏原健康福祉事務所保健
指導課（☎７２－０５００（代）または☎７３－
３７６７）まで。
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食と健康について
仲間と一緒に楽しく学びませんか？
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　老化の気になる方は今から30秒間に唾液を何回

飲み込めるか数えてみましょう。これは口や口の

周りの機能が衰えていないかを調べるテストで 3

回できなかった方は危険信号だといわれています。

　また、最近次のような症状をお感じの方はおら

れませんか。

①硬いものがかみにくくなって、やわらかいもの

を食べたくなった

②水やお茶、味噌汁などでよくむせるようになった

③唾液（つば）の出が悪くなり口の中が乾きやす

くなった

　他にも味（特に甘みや塩味）を感じにくくなっ

たり、のどに食べ物が残った感じがするといった

症状などもだれにでもおきがちな自然な老化現象

といわれています。

　超高齢社会をむかえ歯や口の健康を保つ事は、

現在健康な方はもちろん、介護を予防したり介護

を必要とされている方にとっても単に食べ物のそ
�

しゃく
� � �

だけでなく食事や会話を楽しみ豊かな老後

を送るためにとても大切な事です。特に介護の必

要な方に口腔ケア（口の中を清潔に保ち良くかめ

るようにするケア）をすることで病気になりにく

くなったり病気や日常動作を改善できる事が最近

わかってきました。

　そして今 ､介護予防や要介護の方のために ､歯

科医だけではなく各方面のプロからの口腔ケアサ

ービスもスタートしています。

　老化はひとごとと思っていても

だれにでも分け隔てなくおきるこ

とです。しかしピンチはチャンス、

年のせいかとあきらめてしまう前

に老化を意識して改善するのが老

化防止のチャンスです。

　次回は ､その老化防止について

お話します。

老化は口から  ～健康に老いるために～

���

��������

������������

心の不安をうちあけてみませんか

心が不安定なときはご相談ください

��������

��������������

電話での年金相談は

「ねんきんダイヤル」へ

　[ 年金請求などの相談 ]

　☎０５７０－０５－１１６５

　[ 年金をお受けになっている方の相談 ]

　☎０５７０－０７－１１６５

　　受付時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時まで　　
　　　　　　( 土･日･祝祭日を除く )
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◇
場
所　

市
教
育
委
員
会
別
館
２
階

◇
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日  

午
前
９
時
〜

   

午
後
５
時

◇
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

　

不
安
や
、
悩
み
は
だ
れ
も
が
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
だ
れ
か
に
聴
い
て
も
ら
う

と
楽
に
な
り
ま
す
。
ま
た
直
接
会
っ
て
相

談
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
相
談
専
用
電
話(

☎
73

－

０
８
６
６)

�
�
��
�
�

 

県
民
芸
術
劇
場
の
ご
案
内

�

「
県
民
芸
術
劇
場
」
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
身
近
に
鑑
賞
い
た
だ

く
た
め
、
県
と
市
町
等
が
そ
の
経
費
を
負
担

し
、
県
民
芸
術
団
体
等
の
協
力
を
得
て
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
の
帽
子
屋
さ
ん

の
お
茶
の
会
」

◇
日
時　

９
月
10
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

◇
会
場　

ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
料　

一
般
１
５
０
０
円
、
高
校 
生
以

　

下
１
０
０
０
円

�
�
�
�
�
��

�
�
�

「
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
伝
統
芸
能
の
公
演
」

◇
日
時　

10
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演

◇
会
場　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

◇
入
場
料　

一
般
８
０
０
円
、
高
校
生
以
下

　

５
０
０
円

※
い
ず
れ
の
公
演
も
日
時
等
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
後
日
発
行
す
る

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
場
所　

市
教
育
委
員
会
別
館
２
階

◇
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜

　

午
後
４
時

◇
対
象
者　

市
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
す
る

　

児
童
生
徒

◇
通
室
方
法　

保
護
者
の
責
任
で
お
願
い
し

　

ま
す
。

◇
活
動
内
容　

教
科
学
習
・
読
書
・
パ
ソ
コ

　

ン
・
ス
ポ
ー
ツ
・
陶
芸
・
関
連
機
関
と
の

　

交
流
等

◇
経
費　

無
料
（
た
だ
し
、
材
料
代
な
ど
は

　

必
要
で
す
）

◇
申
込
方
法　

希
望
の
方
は
、
在
籍
学
校
、

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
教
育
相
談
室
）
、
指
導

　

員
（
レ
イ
ン
ボ
ー
教
室
）　

と
相
談
し
て

　

く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

市
教
育
委
員
会
教
育
相
談
室

　

（
☎
73

－

０
８
６
６
）
ま
た
は
同
教
室
（
☎

　

72

－

１
２
０
０
）
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�
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�

�

�

�
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�

�

�

�

�

�
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�
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
何
ら
か
の
原
因

で
学
校
へ
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
、
休
み

が
ち
な
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
「
レ

イ
ン
ボ
ー
教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

   

市
教
育
委
員
会
で
は
、
悩
み
相
談
の
た
め

の
教
育
相
談
室
を
設
け
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
、
悩
み
ご
と
に
応
え
ま
す
。

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
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柏

原

公

民

館

　

11
時
30
分

◇
会
場　

ゆ
め
わ
あ
く
柏
原
（
子
育
て
学
習

　

セ
ン
タ
ー
）

◇
講
師　

一
色
初
代
さ
ん
（
市
内
在
住
）

※
託
児
室
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

入
門
編
・
初
級
編
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
募
集

○
基
本
操
作
な
ど
の
お
さ
ら
い

◇
入
門
〜
初
級
コ
ー
ス　

９
月
５
日
〜
９
月

　

29
日　

全
８
回　

毎
週
火
・
金
曜
日　

午

　

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
初
級
〜
中
級
コ
ー
ス　

９
月
５
日
〜
９
月

　

22
日　

全
６
回　

毎
週
火
・
金
曜
日　

午

　

後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

◇
会
場　

柏
原
公
民
館
２
階

○
そ
の
他

　

「
ハ
ン
グ
ル
教
室
」
「
俳
句
教
室
」
「
歌
謡
教

室
」「
水
中
運
動
教
室
」「
ら
く
ら
く
体
操
教
室
」

「
木
彫
教
室
」
「
陶
芸
教
室
」
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

柏
原
公
民
館
（
☎
72

－

２
５
５
２
）
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　この事業は「人権意識の高揚」と「青少年健全育成」

の二つの目的に向かって、おとなと子どもが一体とな

り「自立」と「共生」の生涯学習社会の実現に向けて

取り組みを進めていこうとするものです。活動支援組

織として、各学校区で組織されている校区委員会の皆

さんが活躍されています。地域住民のみなさんもこの

取組みに積極的にご参加いただき地域づくりの一役を

担ってください。あなたの活躍を各校区委員会がお待

ちしています。お問い合わせは、丹波市教育委員会人

権教育係（☎７２－０３３５）、各公民館事務局まで。
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���������

　兵庫県では、平成１２年度から県内全域で小

学校区を単位として地域のだれもが参加できる

スポーツクラブが８２７クラブ設立されていま

す。丹波市内でも各小学校区ごとに、スポーツ、

文化活動等のサークル、教室、イベントを行っ

ています。また、市内や地域ごとに会員交流の

イベントなども実施しています。　　　　　　

　　　　　
※毎月スポーツクラブ 21 の活動紹介をします。
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生
活
創
造
講
座
は
「
学
び
た
い
こ
と
」
を

「
学
び
た
い
と
き
」
に
「
自
主
的
に
学
ぶ
」

こ
と
を
目
的
に
参
加
者
が
自
主
運
営
す
る
講

座
で
す
。

﹇
講
座
開
設
方
法
に
つ
い
て
﹈

◇
講
座
を
開
設
す
る
方　

市
民
（
１
講
座
を

　

通
し
て
指
導
で
き
る
講
師
１
名
を
選
定
依

　

頼
し
、
講
座
を
自
主
運
営
す
る
こ
と
。
）

◇
開
催
期
間　

平
成
18
年
８
月
〜
平
成
19
年

　

２
月　

◇
講
座
回
数　

１
講
座
５
回
以
上
10
回
ま
で
。

　

（
山
南
公
民
館
で
講
師
謝
金
を
負
担
し
ま
す
。
）

◇
開
催
場
所　

山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
（
減
免
）

◇
募
集
期
間　

６
月
６
日(

火)

〜
６
月
11
日

　

(

日)

※
講
座
の
開
設
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
山
南

　

公
民
館
講
座
担
当
者(

☎
77

－

０
３
１
０)

　

に
ご
相
談
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
ワ
ー
ド
講
座

◇
日
時　

７
月
６
日
〜
８
月
10
日
の
毎
週
木

　

曜
日
（
全
６
回　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

　

30
分
）

◇
場
所　

山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

◇
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◇
定
員　

20
人

◇
受
付　

６
月
６
日
（
火
）
午
前
９
時　

山

　

南
公
民
館
（
☎
77

－

０
３
１
０
）　

ま
で

　

お
申
込
み
下
さ
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
使
用
講
習
会

○
屋
内
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か

　

４
月
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
使
用
講
習
を
受
講
し
た

方
で
な
い
と
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

初
め
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
さ

れ
る
方
は
、

毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時
30
分
〜
と
８
時
〜

毎
週
土
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
と
２
時
〜

各
30
分
間
、
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
申
込
み
ご
予
約
の
上
、
受
講
し
て
下

さ
い
。

「
子
育
て
俳
句
講
座
」

〜
子
ど
も
と
の
日
々
を
十
七
文
字
に
〜

「
は
い
ど
う
ぞ
」
し
ろ
つ
め
草
と
石
こ
ろ
と　

翔　

　　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
す
く
す
く
子
育
て
』
２
０
０
６

年
５
月
号
「
子
ど
も
に
贈
る
五
七
五
」
欄
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
、
若
手
俳
人　

大
高　

翔

さ
ん
の
俳
句
で
す
。

　

秋
に
開
催
し
て
い
る
「
田
捨
女
青
春
俳
句

祭
」
の
選
者
と
し
て
、
毎
年
来
丹
い
た
だ
く

俳
人　

大
高　

翔
さ
ん
に
あ
や
か
っ
て
、「
子

育
て
俳
句
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
第
１
回　

６
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

11
時
30
分

◇
第
２
回　

７
月
５
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
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山

南

公

民

館

��������������
���������

�������
������������������
����
�����������������
�����������������
�����������������
������
�������������������
����
�����������������
�����������������
�����������������
������������������

������
����������������
�����������������
����������
���������
������
�����������������
����������
�������������������
��
�����������������������������������
���������������
����������
������������������
�����������������
��������������

������������������
�����������������
�������

�����������



������������　　　　����　　　　������������

�
�
�
�

�
�
�
�

�

� � �

����

����

���������������

�������������������������

��������������������������

��������������������������

��������������������������

��������������������������

����������������������

��������������������������

��������������������������

��������������������������

��������������������������

��������������������������

��������������������������

��������������������������

��������������������������

��������������

����

��������������

��������������

��������������

���������

�������������������

� � �

� �

� � �

����������������

����������������

�����������������

��������������

���������������

������������

������������������

����������������

�����������������

��������������

��������������

�����������

������

[ 資格商法・二次被害 ]

�自宅や勤務先に何回も電話をかけ、「受講
するだけで資格が取れる」、「もうすぐ国家資
格になる」、「会社が推せんしている」などと
いった誘い文句でしつこく勧誘し、資格取得
講座や教材の契約を取りつけようとする商法
を資格商法といいます。また、過去に受講歴
のある人に対し「資格を取得するまで契約は
終わらない」と新たな契約を迫ったり、「終
了させるには登録抹消費用が必要」と高額な
手数料を要求したりという手口もあり、これ
らは、一般に資格商法の二次被害と呼ばれて
います。
　業者が勧める資格には実在するものもあり
ますが、まったく架空の資格や民間の資格を
公的資格と偽っている場合もあります。公的
機関を装って勧誘する業者もいて手口はかな
り巧妙です。過去の講座で資格を取得してい
なくても、費用の支払が終了していれば何も
請求されることはありません。考える時間を
与えず強引に決断を迫り、あいまいな返事を
していると一方的に契約の成立を主張して契
約書等を送ってきます。
　必要のない勧誘を受けた場合は、あいまい
な態度を取らず「お断りします」「必要あり
ません」ときっぱり拒絶することです。断っ
ているのに続けて勧誘しようとしたり、再び
電話をかけてきたりすることは禁止されてい
ます。

もし契約を結んでしまった場合、8 日間は
クーリング・オフができますので証拠が残る
よう書面で通知しましょう。詳しくは、下記
の窓口にご相談ください。

消費生活　　　　　　　　ニュース
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6 月 3 日（土）～ 7 月 30 日（日）
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��������������

開館時間 / 午前 10 時から午後 5 時（月曜日休館）
入館料 / 大人 500 円、学生 300 円、小･中学生 200 円

（ココロンカード利用可、20 名以上団体割引）
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６ 月 イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー
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丹波市氷上町西中６１５－４
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ネット配信ボランティアスタッフ募集
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特産品等販売店募集
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（３月・４月届出順／敬称略）

お誕生おめでとうございます

������������� ���

お悔やみ申し上げます

のじぎく兵庫国体のお知らせ

ひょうご森の祭典
２００６

と　き

６月４日 ( 日 )

10 時～ 16 時
ところ

県立丹波の森公苑
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ネット配信ボランティア
スタッフと
特産品等販売店
を募集
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戸籍のまど

��������

　広報４月号28ページ「違法駐車の取り締ま

り制度が変わります」の記事の中で、「注射監

視員」とありましたが、「駐車監視員」の誤り

でした。お詫びして訂正いたします。
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TAMBA CITY TOPICS
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